
１牧草と園芸・第４９巻第９号（２００１）

１　はじめに

　大分県における肉用牛の放牧は，役牛として利

用されてきた時代から，九重連山の裾野に展開す

る久住飯田地域の広大な入会地や共有地の牧野を

利用して，夏山冬里方式で行われてきました。

　昭和４０年代になると，これらの未・低利用資源

を活用し，肉用牛の生産拡大を図るため，草地改

良を中心とした牧場建設が行われ，昭和５０年度か

ら平成４年度を中心に３千ｈａ以上の草地が造成

されています。これらの牧場建設に伴い，大型ト

ラクターや近代的な草地管理用機械が導入される

とともに，牧柵の整備が行われ，改良草地を利用

した採草・放牧が行われるようになっています。

　これらの入会地や共有地の牧野の多くは牧野組

合で運営されており，権利を有する有畜農家が，

その牧野の一部を放牧地として共同で利用する形

態（共同利用牧場）が多くみられます。また，個々

の農家では椎茸の原木となるクヌギ林地や裏山へ

の放牧も盛んに行われていますが，今回は共同利

用牧場における放牧事例を紹介します。

２　放牧利用の現状

１）　共同利用牧場への放牧

　肉用牛の放牧は，高原地帯である庄内町，湯布

院町，久住町，直入町，九重町，玖珠町等に存在

する共同利用牧場を中心に行われています。牧野

の権利者のなかで有畜農家が減少していること

や，有畜農家のなかでも高齢化等により放牧する

農家が減少してきていることなどにより，現在，

放牧利用されている共同利用牧場は，県下で７０か

所程度（有畜農家がいなくなった牧野や採草利用

のみの牧場もみられる）と少なくなってきていま

す。また，これらの牧場に関係している有畜農家

数は５００戸，肉用牛繁殖雌牛飼養頭数は４，７００頭程

度と推定され，このうち牧場に放牧されている頭

数は，１日平均で２，０００頭程度と推定されます。

２）　放牧形態

　共同利用牧場での放牧期間をみると，野草地へ

放牧されていた頃は５月上旬から１０月下旬までの

１８０日間程度であったものが，改良草地（オー

チャードグラス，トールフェスク，ペレニアルラ

イグラス，ホワイトクローバー等の混播草地）へ
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放牧されるようになると，４月上旬から１１月下旬

までの２３０日間程度へと，期間が５０日程度延長され

ています。また，ＡＳＰ草地（���������	
����
���
）

などを有効に利用し，放牧期間をさらに延長して

いる牧場もみられます。当畜産試験場では，この

ＡＳＰ草地を利用した周年放牧実証試験を行い，冬

期でも補助飼料無給与で繁殖牛飼養が十分可能な

ことを確認しています。

３　放牧事例

１）　大規模な共同利用牧場の事例（久住町Ｔ牧場）

　久住町Ｔ牧場は久住高原の中央に位置し，標高

は８００ｍ程度です。権利者数７０戸からなる共同利用

牧場で，有畜農家は４０戸，その飼養頭数は６７６頭

（うち肉用牛繁殖雌牛３７４頭）です。牧場面積は１３５

ｈａで，改良草地は１０５ｈａ（兼用地４９ｈａ，放牧地５６

ｈａ）となっています。

　放牧は毎年４月１０日頃から１２月１５日頃までの約

２５０日間行われ，妊娠確認され子牛を離乳した繁殖

牛が１０牧区に分けた放牧地に放牧されています。

１日平均の放牧頭数は１７０頭程度で，１牧区に１～

２日間滞牧させながら，半月で回帰するように輪

換されています。秋以降は採草を３回刈取った兼

用地にも放牧され，放牧期間の延長につながって

います。草地管理は３月と９月に追肥を行うとと

もに，６月には不食過繁草の掃除刈りを，１０月には

エゾノギシギシを除去するための薬剤散布が行わ

れています。

　このように管理が良好なため，昭和５４年に草地

を造成して以来２０年以上経過しているにもかかわ

らず，放牧地は更新せずに良好に維持されていま

す。

　放牧牛の監視に常時１名雇用していることや，

放牧料金を１か月当たり１頭２，５００円と安く設定

していることなど条件が良いことから，放牧を希

望する農家が多く，放牧できる頭数は１戸１５頭ま

でに制限されています。

２）　中規模な共同利用牧場の事例（玖珠町Ｙ牧場）

　玖珠町Ｙ牧場は大分県の西部に位置し，標高は

５３０ｍ程度です。権利者は１９戸ですが，放牧地の運

営は有畜農家５戸で行われています。

　飼養頭数は６８頭（うち繁殖雌牛４０頭）です。牧

場面積は２２ｈａ，うち改良草地は１２ｈａで，兼用地は

２回刈したあと放牧地として利用されています。

放牧は４月５日頃から１２月２０日頃までの約２５０日

間に，員外の放牧牛を含め，１日平均３０頭程度が

放牧されています。放牧料は１頭１日１００円となっ

ています。

　草地管理は３月に施肥を行うとともに，必要に

２

写真１　Ｔ牧場の放牧風景 写真２　Ｔ牧場の放牧草地

表１　Ｔ牧場の概要

飼養頭数（頭）有畜農家数（戸）その他
（ｈａ）

草地面積（ｈａ）牧場面積
（ｈａ） 乳用牛肉用牛乳用牛肉用牛放牧地兼用地
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応じエゾノギシギシを除去するための薬剤散布も

行われています。

　放牧地は牧区を区切らず連続して放牧している

ため，昭和５４年に造成した草地の傾斜面は野芝が

優占してきていますし，平坦部分は野芝とトール

フェスク，オーチャードグラス，ケンタッキーブ

ルーグラス，ホワイトクローバー等がほどよく混

在し，密度の高い安定した草地になっています。

３）　ＡＳＰ草地を利用した冬期放牧（畜産試験場で

の研究成果）

　平成７年度から１１年度にかけて採草地３番草を

備蓄し，冬期に放牧利用することにより，乾草収

穫労力の削減と周年放牧による肉用牛生産の省力

化・低コスト化を図ることを目的に「ウインター

コントロールグレイジング（冬期制限放牧）技術

の確立試験」を実施しています。

　オーチャードグラス，トールフェスク主体の採

草地で２番草を８月上旬に収穫した後，通常より

多い施肥（Ｎ－Ｐ－Ｋ：１２－１４－１２�／１０ａ）を

行い，備蓄草を確保することにより，１頭当たり

５０ａ程度の面積で１２～３月の間放牧することがで

き，繁殖牛の体重や繁殖成績に影響はみられませ

んでした。

　この成果は共同利用牧場での応用が可能であ

り，普及していきたいと考えています。

４　放牧の経営効果

１）　収益性からみた放牧効果

　平成１２年度に大分県畜産会が経営診断を行った

肉用牛繁殖経営農家１３戸のうち，放牧飼養農家６

戸と舎飼飼養農家７戸に分けてその収益性を比較

してみたのが表３です。購入飼料費，家族労働費

等で大きな差がみられ，費用合計では放牧飼養が

舎飼飼養に比べ６３，１３５円安くなっています。また，

当期純利益は７７，１４８円，所得は４７，３２１円と大きな

差がみられ，放牧を取り入れた経営の有利性がう

かがえます。

２）　飼養頭数からみた放牧効果

　大分県での肉用牛飼養頭数は，平成１２年は

６４，０００頭と，１０年前の平成２年の６８，１００頭と比較

すると減少傾向にありますが，放牧が盛んな市町

村では増頭されているか，減少率が小さい傾向が

みられます。これは，放牧を取り入れた低コスト

経営が行われていることにより，中核農家の規模

拡大が進んでいることがうかがえます。

５　おわりに

　大分県では，今回紹介したように積極的に放牧

を取り入れることにより，経営の低コスト化を図

写真３　Ｙ牧場の放牧牛 写真４　Ｙ牧場の放牧地

表２　Ｙ牧場の概要

飼養頭数（頭）有畜農家数（戸）その他
（ｈａ）

草地面積（ｈａ）牧場面積
（ｈａ） 乳用牛肉用牛乳用牛肉用牛放牧地兼用地
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り，飼養頭数の拡大につなげている事例が多くみ

られます。特に，久住町では共同利用牧場を最大

限に利用することにより，中核農家を中心に肉用

牛の増頭が進み，朝日農業賞や畜産大賞を受賞す

るなど全国的なモデルケースになっています。

　その一方，共同利用牧場では，権利者のなかで

有畜農家の占める割合が減少してきていることな

どから，牧野利用が有畜農家の思うように出来な

くなってきた事例や，有畜農家の高齢化等により

放牧を止める事例が多くなっています。このため，

共同利用牧場への放牧頭数が減少したり，放牧し

なくなった牧野もみられるようになっています。

　今後は，放牧を取り入れた肉用牛経営は，畜産

経営の低コスト化という面と，牧野の維持管理と

いう面からみて，権利者や有畜農家全員で牧野管

理をしていくという従来の方法から，大規模飼養

農家が中心となり牧場管理を行うなかで，周年放

牧体系や荒廃地を放牧により管理する技術等も取

り入れながら，肉用牛農家の経営安定と地域の環

境保全とが共生した，新しい方向に変わっていけ

ないものかと思われます。

写真５　ＡＳＰ草地への冬期放牧 写真６　ＡＳＰ草地への積雪時放牧

表３　成雌牛１頭当たりの収益性の比較 　　 （単位　円）

放牧と舎飼
の差

舎飼飼養放牧飼養項　　　目

－８，２１３
０

５，４６５
－２，７４９

３０５，００９
０

１４，４２４
３１９，４３３

２９６，７９６
０

１９，８８９
３１６，６８４

子牛販売収入
育成牛販売収入
その他収入
計

収　
　

入

－２０，６４５
１，４３０
－２，０６９
－２９，８２７
－２，７３８
－１５２
－２９５
－３，８４１
－２，９４０

７３，７９９
１０，０８２
２，２３２
１６１，６４８
２，７３８
７，１６４
３，１６５
５，７３５
１３，７４８

５３，１５４
１１，５１２
１６３

１３１，８２１
０

７，０１２
２，８７０
１，８９４
１０，８０８

購入飼料費
自給飼料費
雇用労働費
家族労働費
敷料費
診療医薬品費
光熱水費
機械用燃料費
種付料

生　
　
　
　
　

産　
　
　
　
　

原　
　
　
　
　

価

３９９
４，３２９

－１１，４８３
－６，１２５

２１，９８７
５，５０７
１９，５５０
４７，０４４

２２，３８６
９，８３６
８，０６７
４０，８２９

成牛償却費
建物構築物償却費
機械器具償却費
償却費小計

－４，６２０
４０

２，１３１
１，５２５
３，１８９

８，１４３
１，２６９
１，１０３
２，２９５

－１５，４１５

３，５２３
１，３０９
３，２３４
３，８２０

－１２，２２６

修繕費
小農具費
消耗諸材料費
生産雑費
棚卸損益

－６５，０２７３２４，７５０２５９，７２３計

４，６８６
２，７２８
２，２４３
１，８５７
１，３６３
－２，５２０

１３，９４０
９，４８９
２，０４０
６６９
４，０４５
３，０５５

１８，６４６
１２，２１７
４，２８３
２，５２６
２，６８２
５３５

販売経費
共済掛金
租税公課
一般管理費
支払利息
支払地代

そ
の
他
経
費

７，５６０３３，２３８４０，７９８計

－５，６６７－６，５４５－１２，２１２成牛処分損益

－６３，１３５３５１，４４４２８８，３０９費用合計

７７，１４８－５５，４０２２１，７４６当期純利益

４７，３２１１０６，２４６１５３，５６７所得

１４％３４％４８％所得率

表４　放牧地帯での飼養頭数の推移

１２／元比（％）平成１２年平成元年
区　分

頭数戸数頭数戸数頭数戸数

 ９４
１０６

５０
５４

６４，０００
２２，３８０

３，６２０
１，５３８

６８，１００
２１，０７０

７，２８０
２，２８７

大分県全体
うち　放牧地帯

注：放牧地帯とは放牧が多く行われている庄内町，湯布院町，
久住町，直入町，玖珠町，九重町の合計


